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禅学関係雑誌論文 目録(1998年)

著 者 論 文 名

〈思想〉

石 井 清 純 「前後際断」について

岩 村 宗 康 禅語ノー ト⑰ 「身心脱落」に

ついて㈲

岩 村 宗 康 禅語ノー ト(1鎚ぴ游山翫水」

について(上)㈲

岩 村 宗 康 禅語ノー ト⑮㈲「即心是仏」

について(上)(下)

岩 村 宗 康 禅語ノー ト(1の(18)「風穴一塵」

について(上)㈲

岩 村 宗 康 禅語ノー ト⑲「眼横鼻直」に

ついて

岩 村 宗 康 禅語ノート⑳「法身辺事」に

ついて

上 田 純 一 中世禅僧の文殊信仰一語録・

偏頒資料を手がかりとして一

上 山 大 峻 親鷺における頓悟思想

大 庭 博 隆 只管打坐の意義

沖 永 宜 司 荷沢神会の「衆生心」につい

て(1)一禅における自然と頓悟の問

題をめぐって一

形 山 睡 峰 竜の舟一『夢中問答』を読む(11)～

⑮一

工 藤 英 勝 栴陀羅差別のイデオロギー

構造

古 賀 英 彦 悉有仏性論

鈴 木 貞 美 西田幾多郎『善の研究』を読

む一生命主義哲学の形成一

高 崎 直 道 〈無情説法〉考

武 富 義 政 禅信仰の本質一その今日的意味

合い一

竹 村 祖 理 『正法眼蔵』講読(5)～(1①

竹 村 祖 理 禅仏教と癒し

雑 誌 名

宗学研究

大乗禅

大乗禅

大乗禅

大乗禅

大乗禅

大乗禅

禅学研究

禅文化研究所紀要

宗学研究

禅学研究

大乗禅

宗学研究

禅学研究

日本研究

印度学仏教学研究

宗学研究

大乗禅

大乗禅

巻(号)発 行 月

403

8791

880・8812・3

883・8846・7

886・8879・10

88911

89012

763

2412

403

763

879・881・

883・887・

889

40

76

17

47-1

40

880・881。

884～887

879

1・3・6●10・11

3

3

2

12

3

2・3。7～10

1



2禅 学関係雑誌論文 目録(1998年)

著 者 論 文 名

田 中 常 憲 見聞覚知と証則

常 盤 義 伸 大乗の批判的民主主義的性

格

中 野 重 哉 「悪しき業」の克服一ハンセン

病における隔離と断絶一

中 野 東 禅 矛盾の場における自我超越

の倫理

野 飼 祖 芳 『碧巖録』参究覚書㈹～

朗

朗

史

史

本

本

松

松

剣古利毛

柚 木 祖 元

〈中 国>

Bemard

FAURE

Jhon

MCRAE

飯 塚 大 展

池 田 魯 参

猪 崎 直 道

石 井 修 道

伝統宗学から批判宗学へ

道元と批判宗学一批判宗学の可

能性㈲一

『虚堂録』提唱⑳～⑳

宗典『修証義』の解説書など

にみる差別事象について

VoicesofDissent:

WomeninEarlyChan

andTiandai

Shen-hui'sVocationon

theOrdinationPlatform

andOurVisualizationof

MedievalChineseCh'an

Buddhism

一休 に擬 せ られ る仮 名 法語

につ い て(一)

訓 読 注解 ・法 華 三 昧行法

『禅 門 経 』考

新豊 山 と洞 山 一胡紹仁説と関連

して一

雑 誌 名

宗学研究

禅文化研究所紀要

宗学研究

印度学仏教学研究

大乗禅

宗学研究

駒澤大学禅研究所年

報

大乗禅

宗学研究

巻(号)

40

24

40

47-1

879～

881・883・

883。884。

886

40

9

879～

881・883

～889

40

禅文化研究所紀要24

禅文化研究所紀要24

駒澤大学禅研究所年

報

駒澤大学仏教学部研

究紀要

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

印度学仏教学研究

9

56

31

47-1

発 行 月

3

12

3

12

1～3。6。7・9

3

3

1～3・6～8・

10・11

3

12

12

Q
J

qδ

7

21



道

者

修

著

井石

道

道

隆

道

彦

彦

彦

{

看
型

{

井

井

川

井

石

石

小

石

小 川 隆

伊 吹 敦

伊 吹 敦

伊 吹 敦

王 翠 玲

王 翠 玲

大 松 博 典

小 川 隆

沖 永 宜 司

沖 本 克 己

沖 本 克 己

葛 西 好 雄

次賢川衣

次

覚

賢

好

川

野

衣

桐

鏑潤
・
曹

彦

夫

英

忠

賀

井

古

酒

論 文 名

大慧宗呆の看話禅と「磨博作

鏡」の話

浮山法遠の人と思想

『禅源諸詮集都序』の訳注研

究(七)

『禅源諸詮集都序』の訳注研

究(八)

『金剛経変相』について一宋代

仏教の一面を伝える特異な文献一

『曹渓大師伝』の成立をめぐっ

て

初期禅宗文献に見る禅観の

実践

永明延寿の臓悔観について

永明延寿の禅宗観について一

特に以心為宗,和会諸宗を中心と

して一

中国曹洞禅の展開一元代にお

ける道仏論争一

宗密伝法世系再考

神会の「衆生心」について

敦燈本『願文』について

禅宗の教団(十一)～(十 三)

宋代仏教における沙弥戒の

位地一特に高沙弥との関連におい

て一

『南陽和上頓教解脱禅門直了

性壇語』補校

祖堂集札記

扮陽善昭と五位(二)

宗密における真理の把捉一「円

覚」の理解と関連して一

神会とその後の燈史

南宗禅に関する諸問題 と明

清時代の民間南宗禅系宗教

結社

禅学関係雑誌論文目録(1998年)3

雑 誌 名 巻(号)発 行月

駒澤大学禅研究所年93

報

禅文化研究所紀要2412

駒澤大学仏教学部研563

究紀要

駒澤大学佛教學部論2910

集

東洋学研究352

東洋 の思想 と宗教153

禅文化研究所紀要2412

印度学仏教学研究46-23

印度学仏教学研究47-112

宗学研究

禅文化研究所紀要

宗教研究

禅文化研究所紀要

禅文化

宗学研究

40

24

315

24

167・168・

170

40

俗語言研究5

禅文化研究所紀要24

曹洞宗宗学研究所紀12

要

韓国仏教学SEMINAR7

仏教 史学研究41-1

駒沢 史学52

3

12

3

12

1・4・10

3

8

2

0

1
⊥

1

1

1

9

農
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著 者 論 文 名

椎 名 宏 雄 『馬祖四家録』の諸本

椎 名 宏 雄 『仏祖三経註』の成立と諸本

椎 名 宏 雄 金蔵本『景徳伝燈録』の性格

柴 田 泰 中国における禅浄双修思想

の成立と展開

菅 原 昭 英 江南における四川僧と日本

僧の出会い

鈴 木 哲 雄 建中靖国続燈録の住地別人

名索引

鈴 木 哲 雄 百丈広録に見られる思想

須 山 長 治 『江湖風月集』の禅僧たち(1)

田 中 良 昭 「神会塔銘」と「侯莫陳壽塔銘」

の出現とその意義

角 田 泰 隆 宗学考

鄭 夙 霊 宋初の禅宗の帰依者

唐代語録研究 《南陽和上敦煙解脱禅門直了

班 性壇語》補校

道 津 綾 乃 北燗居簡の文化的素地につ

いて

道 津 綾 乃 宋代における蓮社図の受容

について

中 嶋 隆 蔵 所謂「二入四行論長巻子」雑

録第一について一初期禅宗思想

史の課題一

中 西 久 味 宗密の三教論への序説一自然

と因縁をめぐって一

西 口 芳 男 「念起即覚」考

野 口 善 敬 伽梵達摩訳『千手経』の諸本

について

長 谷 川 昌 弘 宋代における写経について

長 谷 川 昌 弘 宋代における芸術僧につい

て

長谷川安泰生 『東披禅喜集』の成立につい

て

方 廣 錫 敦焼『壇経』新出資料残片践

(神野恭行訳)

松 岡 由香 子 達摩の坐禅

雑 誌 名

禅文化研究所紀要

印度学仏教学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

愛知学院大学人間文

化研究所紀要

印度学仏教学研究

駒沢短期大学仏教論

集

禅文化研究所紀要

宗学研究

印度学仏教学研究

俗語言研究

駒澤大学禅研究所年

報

印度学仏教学研究

東洋文化研究所紀要

号(
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禅文化研究所紀要24

禅文化研究所紀要24

禅文化研究所紀要24

印度学仏教学研究46-2

印度学仏教学研究47-1

禅学研究76

禅学研究76

禅文化研究所紀要24

月行発
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禅学関係雑誌論文 目録(1998年) 5

著 者 論 文 名

楊 曽 文 唐代禅宗史の諸問題

吉 川 忠 夫 佛道論争のなかの陸修静

雑 誌 名 巻(号)

駒澤大学禅研究所年9

報

禅文化研究所紀要24

発行月

3

12

β

πP

白
ハ

白
鉢

志

志

　鮮

島

島

備

中

中

吉津宜英 ・柴

崎 照 和

知訥と慧謳

知訥の『看話決疑論』につい

て〔基礎的研究二〕

義天編纂『円宗文類』巻第一一

解題と翻刻一

禅文化研究所紀要24

花園大学文学部研究30

紀要

駒澤大学仏教学部研56

究紀要

21

り
0

3

〈日本>

JeffShore

朝 日

朝 日

粟 谷 良 道

粟 谷 良 道

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

安 藤 嘉 則

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

石 井 清 純

夢想家抱石久松真一のポス

トモダン世界と酋洋におけ

る批判

隆 『正法眼蔵』における「呈擬す

る」「睾擬せざる」について

隆 『正法眼蔵』における「呈擬す

る」「里擬せざる」について」

(二)

『正法眼蔵』における草木国

土論(五)一特に枯木について一

『正法眼蔵』にみる叢林規範

としての安居

中世曹洞宗における門参文

献

中世禅宗における語録抄の

諸形態

中世禅宗における禅録抄の

研究一『碧巖録』の抄を中心に一
一休宗純研究ノート(一)一「示

栄街徒」法語をめぐって一

円応寺所蔵の抄物資料につ

いて一山雲海月図を中心にして一

中世曹洞宗における本参資

料研究序説(一)

『御抄』の禅語解釈

禅学研究

宗学研究

76

40

印度学仏教学研究47-1

曹洞宗宗学研究所紀12

要

宗学研究40

宗学研究 40

印度学仏教学研究47-1

駒沢女子大学研究紀5

要

駒澤大学佛教學部論29

集

宗学研究40

禅学研究 76

印度学仏教学研究47-1

3

3

12

10

3

3

12

12

10

3

3

12



6禅 学関係雑誌論文目録(1998年)

著 者

石 川 光 学

石 島 尚 雄

石 島 尚 雄

雄尚島石

健

健

子

宗

宗

暁

田

田

藤

泉

泉

井

久

久

良

良

藤

藤

伊

伊

久良藤伊

晴正永岩

岩 永 正 晴

晴

展

覚

志

照

正

大

好

陽

閑

永

塚

野

田

田

岩

飯

桐

松

上

照閑田上

尊

善

正

正

口

崎

江

尾

善正崎尾

論 文 名

『教授戒文』の不食婬戒につ

いて

「大地有情同時成道」再考

『正法眼蔵』と天台学に關す

る一考察一特に因果の問題をめ

ぐって一

道元禅師の法華経学に関す

る一考察

織田有楽と茶室「如庵」

奈良の茶の湯私観

黄彙宗了翁禅師再興の近世

寺院「徳大寺」の歴史調査

総持寺五院の開創時期

総持寺輪住制度成立の一考

察

永光寺輪住制度の考察(一)一

特に輪住初期について一

『正法眼蔵』「観音」近世末書

の注釈態度一『弁註』と『聞解』の

比較一

面山撰『議永平排遣榜厳円覚

弁』と道元禅師一近世『正法眼蔵』

末書をめぐる諸問題(一)一

共同研究「中世曹洞宗典籍の

研究」『山雲海月』序説一『総

持第二世峨山和尚行状』一

近代 日本 と世界E西 田幾多

郎 と鈴木大拙

山頭火と放哉一「自由律俳句」詩

人と仏道〔一〕～〔三〕一

『左京本家』と『法印位』

曹洞宗における浬藥講式に

ついて

翻刻『仏慈講式』

雑 誌 名

宗学研究

曹洞宗宗学研究所紀12

要

印度学仏教学研究47-1

巻(号)発 行月

403

宗学研究40

禅文化170

禅文化168

黄奨文華117

宗学研究40

印度学仏教学研究47-1

駒澤大学大学院仏教31

学研究会年報

駒澤大学佛教學部論29

集

宗学研究40

曹洞宗宗学研究所紀12

要

禅文化

禅文化

黄壁文華

宗学研究

曹洞宗宗学研究所紀

要

167

10

12

3

01

4

4

2

Q
U

l
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168～1704・7・10

117
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著 者 論 文 名

小 田嶋巌 雄 曹洞禅における夢記事 と説

話性一その唱導的側面を中心にし

て一

小 田嶋巌 雄 道元禅における夢概念の原

意と転義について

小 田嶋巌 雄 道元禅における夢概念の思

想的特性について

小 田嶋巌 雄 洞門禅僧における感夢観

小 田嶋 巌雄 道元禅師における夢 と覚に

関する一考察

小 野 恭 靖 白隠慧鶴 と近世歌謡 〔一〕白

隠禅画の画賛にみる歌謡(上)

小 野 恭 靖 白隠慧鶴 と近世歌謡 〔二〕白

隠禅画の画賛にみる歌謡国

小 野 恭 靖 白隠慧鶴 と近世歌謡 〔三〕白

隠禅画の画賛に見る芸能風

俗

海 住 春 弥 伊勢の名刹景徳寺の資料

角 紀 子 暉門抄物集の筆蹟について

(中)

笠 井 哲 沢庵の修行論

加 藤 正 俊 関山慧玄の東遊について

加 藤 正 俊 白隠禅師の伝記史料につい

て

神 谷 隆 『正法眼蔵』における語義の

転化と創造

川 口 高 風 道元禅師の「承陽大師」以前

の大師号をめぐって

河 村 孝 道 天桂伝尊直筆艸稿『正法眼蔵

小 坂 機 融 辮注』の翻刻(一)

木 内 樵 山 手記月影抄樵月庵耕雲老師

〔一〕

桐 野 好 覚 道元禅師と十二時歌

工 藤 英 勝 宗制研究より見た『修証義』・

四大綱領

工 藤 英 勝 曹洞宗と戦時教学一『修証義』

綱領に関連して一

工 藤 英 勝 曹洞宗の朝鮮布教概史

禅学関係雑誌論文 目録(1998年)

雑 誌 名

教化研修

巻(号)発 行月

423

印度学仏教学研究46-2

宗学研究

宗教研究

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

禅文化

禅文化

禅文化

黄葉文華

宗学研究

印度学仏教学研究

禅文化研究所紀要

白隠禅師自筆刻本集

成月報

宗学研究

宗学研究

40

315

31

168

169

170

117

40

47-1

24

40

40

駒澤大学仏教学部研56

究紀要

禅文化170

宗学研究

教化研修

0

り
盈

4

4

印度学仏教学研究47-1

宗教研究 315

3

3

り
Q

7

4

7

10

4

り0

9
々

2

1

1
↓

3

3

3

3

10

りσ

3

12

3
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8禅 学関係雑誌論文 目録(1998年)

著 者

熊 本 英 人

神 戸 信 寅

児 玉 修

齊 藤 俊 哉

坂 本 博 司

佐久間賢祐

笹 尾 哲 雄

佐々木俊道

佐々木容道

佐々木容道

佐々木容道

佐々木容道

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 藤 俊 晃

佐 藤 俊 晃

規

子

一

祐

直

憲

藤

飽

部

佐

塩

志

志 部 憲 一

論 文 名

現代宗学論の一考察(そ の

三)一近代宗学研究史から一

興聖寺と永平寺の辮道及び

行持一「帰依三宝」を中心として一

愚中捜し

道元禅師示寂の御病因に関

する諸論をめぐって

幕閣からの書状

江戸三聚浮戒考

九山宗用と、その門流

道元禅と本覚法門一源信に関

わる二、三の問題一

夢窓詩雑感 虎難

夢窓詩雑感 退耕庵

夢窓詩雑感 那智観音

夢窓詩雑感 龍門亭

季潭宗 渤 と『全 室和尚語録』一

『全室和尚語録』の性海とその翻刻一

虚 堂智 愚 と蘭 渓道 隆 一とくに

直翁智侃と『蘭難和尚語録』の校訂

をめぐって一

恭翁運良の活動と曹洞宗㈲一

加賀大乗寺と榮山紹瑛を踏まえて一

初期大乗寺僧団の形成と展

開一徹通義介・榮山紹瑛・恭翁運

良・明峰素哲および明峰派下一

近世修験道教義書にみえる

禅宗の影響一般若院英泉撰述『修

験心鏡抄事考』を中心に一

近世禅宗と太子流神道一旧事

本紀大成経と曹洞宗徳翁良高の周

辺一

『立正安国論』と蘭渓道隆

観念としての叢林

午庵道鋪の天桂批判(II)一午

庵の訴状に対する天桂側陳状資料一

天桂伝尊と唯心思想につい

て

雑 誌 名

宗学研究

巻(号)発 行月

403

愛知学院短期大学研6

究紀要

禅文化169

宗学研究40

黄漿文華

宗学研究

禅文化

宗学研究

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

117

40

170

40

駒澤大学仏教学部研

究紀要

禅文化研究所紀要24

167

168

169

170

56

駒澤大学佛教學部論29

集

宗学研究40

宗学研究 40

印度学仏教学研究47-1

印度学仏教学研究47-1

季刊 日本思想史53

駒澤短期大学佛教論4

集

宗学研究40

3

7

り0

0

4

3

1
⊥

∩δ

0

1⊥

4

7

1

3

12

10

3

3

12

9
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9
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0

1
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著 者

島 崎 義 孝

下 重 清

下 室 覚 道

下 室 覚 道

菅 原 諭 貴

杉 尾 玄 有

鈴 木 省 訓

鈴 木 省 訓

鈴 木 祐 孝

鈴 木 法 音

高 文 漢

田 口 幸 滋

竹 内 弘 道

竹 内 弘 道

武 富 義 政

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

論 文 名

蔭涼軒後藤瑞巌老 師事蹟

(九)～(十 一)

稲葉日記に見える紹太寺と

鉄牛道機

『正法眼蔵』における中有 と

中天

身心脱落の一視点ω一姜沁脱

落の時期について一

『永平広録』における「禅機」

の用例について

眼蔵開放と宗学再構築の急

務一《仏性》の巻とて如来蔵思想で

はない一

古月禅材の『入浴清規』につ

いて

古.月禅 と白隠禅の通路

天桂伝尊の研究一『榜厳経』の受

容をめぐって一

錦繍段(4)～(7)

五山文筆僧中巌円月の世界

京都における中世禅宗成立

史の研究

峨山の仏慈禅師号返上につ

いて

螢山紹理禅師の禅思想につ

いて一臨済諸師との比較を通して一

『修証義』講和一文化としての宗

教一

禅 とその歴史

大徳寺史あれこれ一徹翁義亨

(1)一

大徳寺史あれこれ一天文期の

規式について(2)一

古記録に見る相国寺創建の

事

妙心寺のあゆみ(八)～(一七)

禅学関係雑誌論文目録(1998年)9

雑 誌 名 巻(号)発 行月

禅文化168～1704・7・10

黄漿文華1174

宗学研究403

曹洞宗宗学研究所紀1210

要

愛知学院短期大学研63

究紀要

宗学研究403

宗学研究

駒沢女子大学研究紀

要

宗学研究

禅文化

日本研究

花園史学

宗学研究

印度学仏教学研究

教化研修

禅と目本文化

龍宝

龍宝

臨黄会報

正法輪

40

5

40

167～170

18

19

40

47-1

42

10

63

62

9

48-1～10

3

12

3

1・4・7・10

9

11

3

12

3

11

7

1

7

1～12



ヱ0禅 学関係雑誌論文目録(1998年)

著 者

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

田 中 智 誠

谷 村 玲 子

千 葉 公 慈

辻 口雄 一 郎

角 田 泰 隆

角 田 泰 隆

伸

之

義

政

盤

井

常

永

信

雄

郎

良

文

志

尾

尾

島

中

中

中

中 嶋 隆 蔵

西 尾 賢 隆

介

子

信

信

香

　

亮

糸

恵

恵

美

織

瀬

村

村

山

錦

西

西

西

西

根 立 研 介

論 文 名

妙心寺四本庵について一龍泉

庵一

栄西と行勇

以心崇伝 と江月宗玩

瑞渓周鳳 と義天玄詔

沢彦宗恩 と快川紹喜

黄奨十二景について

茶の湯における「懐石」の系

譜

『修証義御和讃』の考察(3)一自

他不二の原理について一

仏性と有一『正法眼蔵』「仏性」の

巻の考察一

道元禅師と日常生活
「批判宗学」批判

「遠羅天釜序」の考察

中国仏教成立の一側面一定光

仏信仰σ成立一と展開」 一

禅門の葬儀 と戒名授与

黄奨宗での嗣法について

藤原怪窩の禅 と朱子学

所謂「二入四行論長巻子」雑

録第一について一初期禅宗思想

史の課題一

日中交流における大応の塔

銘ω

逸然 と探幽

隠元の書

大愚への旅

佛向上の些子

『夢中問答集』出版をめぐる

一試論一冒頭と文末の記述を手

カヨカ〉りに一

興国寺木造法燈国師像の造

像を饒る諸問題

雑 誌 名 巻(号)発 行月

禅文化研究所紀要2412

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

黄葉文華

季刊日本思想史

宗学研究

宗学研究

170

169

167

168

117

53

40

40

日本仏教学会年報63

駒沢短期大学研究紀26

要

禅学研究76

駒澤大学佛教學部論29

集

日本仏教学会年報63

黄奨文華117

北 畠典生博士古希記

念論集『日本仏教文化

論叢』

東洋文化研究所紀要135

禅文化研究所紀要24

黄奨文華117

黄奨文華117

国文学43-7

禅 文化研究所紀要24

禅学研究76

仏教藝術 241

O
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禅学関係雑誌論文 目録(1998年)11

著 者 論 文 名

花 井 充 行 道元禅師の戒律観一その基底

について一

晴 山 俊 英 『梵網経略抄』における教授

戒文について

晴 山 俊 英 『梵網経略抄』の考察(十)

半 田 栄 一

福 田真 由美

星 俊 道

本 多 寛 尚

松 田 陽 志

松 本 史 朗

源

源

了 圓

了 圓

宮 地 清 彦

宮 地 清 彦

宮 地 清 彦

敏

敏

雄

宗

宗

舜

田

田

内

山

山

山

山 内 舜 雄

雑 誌 名

東海仏教

宗学研究

巻(号)発 行月

433

40

道元における「嗣法」と現代

教育の問題点

仏洲仙英 と井伊直弼 宗学研究40

伝統宗学における「身心脱落」 宗学研究40

道元禅師の戒観一「邪見」の使用 駒澤大学禅研究所年9

例を手懸りにして①一 報

連山交易の五位説について 宗学研究40

道元と如来蔵思想一批判宗学 駒澤大学仏教学部研56

の可能性についてω一 究紀要

世阿弥の能楽論における宗.季 刊目本思想史52

教 と芸術一前途の関わりを中心

として一

西田幾多郎の日本文化論に 思想880

おける「物」をめぐる思想

『伝光録』第二十祖章の論理 印度学仏教学研究47-1

構造 を考える

螢山禅師の引用姿勢につい 宗学研究40

て(3)一『如浄語録』との比較論一

篁山禅師及び螢山教団と他 曹洞宗宗学研究所紀12

派との交流について一『洞谷記』 要

「住持人可帯文書之事」を礎として一

大徳寺夜話一養9と 一休一 禅文化168

大徳寺夜話 開山大灯国師 禅文化167

『正法眼蔵聞書抄』における 駒澤大学禅研究所年9

『眼蔵』理解について一本学法 報

門への批判点をめぐって一その俗

諦常住の理解度について一(皿)『盧

談』20〔二諦義〕における俗諦常住の

考察一(一)

道元禅における本覚思想の 宗学 と現代1

教学的背景(一)～(三)

曹洞宗宗学研究所紀12

要

宗教研究315
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ヱ2禅 学関係雑誌論文 目録(1998年)

著 者

山 内 舜 雄

山 本 輝 雄

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

吉 田 道 興

吉 田 道 興

〈そ の他>

Bemard

FAURE

JeffShore

UrsAPP

浅 井 宣 亮

東 郁 夫

石 井 公 成

岡 野 定 丸

沖 本 克 己

小 林 恭 治

論 文 名

道元禅の近代化課程一済門と

の比較において一

黄漿寺院におけるその他の

天王殿

白隠禅師仮名法語 ・余談5

お多福美人のこと

白隠禅師仮名法語 ・余談6

遊女大橋こと慧林尼

白隠禅師仮名法語 ・余談7

魚鳥図のこと

白隠禅師仮名法語 ・余談8

『へびいちご』発禁のこと

『永平開山元禅師行状伝聞書』

における「伝説 ・説話」の類

型

伝寂室堅光撰『普勧授戒之縁

由』考一「神人化土」と「授戒成仏」

について一

VoicesofDissent:

WomeninEarlyChan

andTiantai

TheTrueBuddhais

Fomless:MasaoAbe's

ReligiousQuest

The"Discovery"ofZen

ア メ リカ 禅布 教 に関す る一

考察

坐禅指導 の方向 一参禅者の求め

るものと宗門の坐禅一

『金 剛 三 昧経 』の成 立 事 情

イ ン ターネ ッ ト上 にお ける

「ZEN」 と曹洞 宗

無 常

大 本 山総 持 寺蔵 仏 遺 教 経漢

字 索 引

雑 誌 名

宗学研究

黄奨文華

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

宗学研究

巻(号)発 行月

403

117

167

168

169

170

40

印度学仏教学研究47-1

禅文化研究所紀要24

AZenlifeof

Dialogun

禅文化研究所紀要24

教化研修42

教化研修 42

印度学仏教学研究46-2

教イヒ研荊彦42

在家仏教

鶴見大学仏教文化研

究所紀要

3

4

1

4

7

10

3

12

12

2湘
⊥

りQ

3
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3
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禅学関係雑誌論文目録(1998年)13

著 者

田 中 良 昭 ・

中 尾 良 信

奈 良 康 明

奈 良 康 明

西 村 恵 信

正 満 英 利

村 本 詔 司

安 永 祖 堂

沖 本 克 己

論 文 名

禅の浄土観と現代の環境問

題一第三届中華国際佛學會議にお

ける研究発表一

追悼石川力山氏

「現代宗学」について思うこ

と

宗教対話と禅

PRACTICALPRINCIPLEOF

JAPANESERINZAIZEN

河口慧海についての一考察一

得度の師希禅和尚の資料から一

西洋と仏教の出会い一心理学

と禅一

第五回東西霊性交流レポー

トパウロと白隠の光体験に

ついて

『臨済録』を読む(⑳～⑳

西 口 芳 男 禅学点描(九)這 一般底、打

殺万箇、有什麿罪過

能 仁 晃 道 清規から見た「喫茶去」

平 塚 景 堂 開店休業

平 田 精 耕 特集入矢義高教授追悼

西 口 芳 男

衣 川 賢 次

UrsAPP

門 脇 佳 吉 禅とキリス ト教の霊性の総

合(1)ニー世紀への展望

柳 田 聖 山 メイヨウ無門関を読む、そ

の三

雑 誌 名

駒澤大学仏教学部研

究紀要

禅学研究

宗学と現代

巻(号)発 行月

563

67

1

宗学と現代1

古佛叢林無遮禅会韓

国禅仏教国際会議報

告

黄漿文華117

研究報告(花園大学国6

際禅学研究所)

禅文化167

大乗禅

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

3

0
σ

3

4

1

879～1～3・6・9～

881・883・11

886～889

1671

167

169

170

170

169

0

1

7

1

10

7

〈書 評 ・紹 介 ・論 評>

JeffShoreZenatWar「 戦時 の禅 」対 訳

熊 本 英 人 第 四 〇 号 を迎 え た 「宗 学 研

究 」一現代宗学論の一考察(四)一

芳 沢 勝 弘 岩 波 文 庫 版 『碧巖 録 』筍 記

人権教育研究6

曹洞宗宗学研究所紀12
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14禅 学関係雑誌論文目録(1998年)

著 者 論 文 名 雑 誌 名 巻(号)発 行月

西 村 恵 信 己事究明の思想を求めて 龍谷大学仏教文化研3711

究所紀要

以上の論文索引は、極僅かの書籍を渉猟 しただけの不十分なもので、遺漏も多々あろう

かと思います。今後共、関係各位の御教示を乞 う次第です。

[吉田剛 編]


